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1. はじめに 

この発注ガイドは、シスコセールスチームとパートナーが Cisco+ Secure Connect サブスクリプションを発注できるよ
うに支援するためのものです。このガイドは、以下の点で役に立ちます。 

● Cisco+ Secure Connect 製品とサポートサービスについて理解する。 

● シスコグローバル価格表（GPL）の特定オファーについて理解する。 

● お客様が適切な数量とタイプの SKU を購入できるようにして、発注却下のリスクを軽減する。 

● Cisco Commerce Workspace（CCW）における、オファーの見積から導入までのエンドツーエンドのプロセスに
関する情報を取得する。 

対象者 
このガイドは、シスコグローバル価格表に基づいて Cisco+ Secure Connect 製品およびサービスを販売する資格を持
つ、シスコセールスチームとパートナーを対象としています。 

範囲 
この発注ガイドでは、シスコグローバル価格表に記載されている Cisco+ Secure Connect の価格設定、パッケージ設
定、発注方法について説明します。 

2. ソリューションについて 

ソリューション概要 
Cisco+ Secure Connect は、ユーザー、モノ、アプリケーションの場所に関係なく優れたエクスペリエンスを提供する
ように設計された、Cisco Secure Access Service Edge（SASE）オファーです。アプリケーションやリソースがどこでホ
ストされていても（プライベートデータセンターや複数のパブリッククラウド/プライベートクラウドなど）、従業
員が時間や場所を問わずに安全にアクセスできる、独自のシンプルなソリューションを提供します。従来の VPN と
は異なり初期費用は不要で、ハードウェアを調達、更新、構成、管理する必要がないため、運用コストが大幅に削減
され、シンプルになります。as-a-Service モデルのシンプルな IT 管理エクスペリエンスによって、導入や拡張が容易
で、アプリケーションに安全にアクセスできます。このソリューションは、SASE への長期的な変革ビジョンに基づ
いて、リモートワーカーを保護するユースケースに対応しています。オファーには、セキュア インターネット ゲー
トウェイ（SIG）で利用できる、ソフトウェアのみで構成されたソリューションが含まれています。企業は、このシ
ンプルでセキュアなアジャイルソリューションを利用することで、企業ネットワークに対するセキュリティ脅威を防
ぎながら、パブリッククラウドとプライベートクラウドにリモート接続できるため、従業員の効率性と生産性を強化
できます。 
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ソリューションパッケージ 
Cisco+ Secure Connect は、パッケージ形態で提供されているため、お客様が組織のニーズに適したレベルの保護とカ
バレッジを簡単に選択できます。 

現在、Secure Connect Essentials と Secure Connect Advantage の 2 つのパッケージが用意されています。これらのパッ
ケージはインターネット上の脅威を防御し、あらゆる場所、デバイス、ユーザーを保護します（表 1）。 

表 1. コアパッケージ 
 

パッケージ 説明 機能 

Essentials アプリケーションにユー
ザーを安全に接続 

• リモートアクセス/ZTNA：クライアントベースのアクセス、クライア
ントレスのブラウザベースアクセス（最大 10 アプリ）、ユーザーお
よびアプリベースのきめ細かいアクセスポリシー、SAML 認証、組み
込み IdP、ポスチャおよびコンテキストに応じたアクセス制御、レ
ポート 

• セキュリティ：セキュア Web ゲートウェイ（Web トラフィックのプ
ロキシと検査、URL フィルタリング、Secure Malware Analytics - 500 サ
ンプル/日）、クラウド アクセス セキュリティ ブローカ（クラウドア
プリの検出、リスクスコアリング、ブロック、2 アプリのクラウドマ
ルウェア検出）、L3/L4 クラウドファイアウォール、DNS レイヤセキュ
リティ 

• 接続性 - プライベートアクセス、ネットワーク アクセス コントロー
ル、ダイレクト SaaS および IaaS ピアリング、Cisco Meraki® のセキュア
な SD-WAN 統合、サイト、ユーザー、アプリケーションの相互接続 

• 管理ダッシュボード：Cisco Meraki による接続およびセキュリティのシ
ンプルな管理と一元的な可視化 

• サポート：メールと電話によるサポートへの 24 時間、週 5 日 のアク
セス、セルフヘルプ用ドキュメントポータルへのアクセス 
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Advantage データ保護、高度なポリ
シー 

Cisco+ Secure Connect Essentials の機能に加えて以下の機能 

• リモートアクセス/ZTNA：クライアントレスのブラウザベースアクセ
ス（最大 300 アプリ） 

• セキュリティ：L7 クラウド提供型ファイアウォール + IPS、インライン
データ損失防止、クラウドマルウェア検出（サポートされているすべ
てのアプリ）、Secure Malware Analytics（サンドボックスへの無制限
送信無制限） 

 

Cisco+ Secure Connect の詳細については、Sales Connect Hub（https://salesconnect.cisco.com/ - /program/PAGE-18520）を
参照してください。 

Cisco+ Secure Connect コアパッケージには、ダッシュボードから直接 AnyConnect をダウンロードするためのアクセス
権が含まれています。AnyConnect を利用すれば、リモートワーカーがローミングデバイス間で安全に接続できます。 

モバイルデバイスおよびスマートデバイス用の AnyConnect クライアントは、App Store または Google Play からダウン
ロードしてインストールできます。リモートワーカーは、最適な接続エクスペリエンスが得られるように、接続場所
に最も近いリージョンを選択できます。他の AnyConnect 統合機能など、その他すべてのユースケースに対応するに
は、AnyConnect ライセンスが個別に必要です。詳細については、AnyConnect 発注ガイドを参照してください。
https://www.cisco.com/c/ja_jp/products/collateral/security/anyconnect-og.html 

 

グローバル価格表への掲載状況 
Cisco+ Secure Connect は、オーストリア、ベルギー、チェコ共和国、デンマーク、フランス、ドイツ、ハンガリー、
アイルランド、イタリア、オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、スペイン、スウェーデ
ン、スイス、英国、米国のグローバル価格表に掲載されています。 

3. ライセンスモデルについて 

サブスクリプションの概要 
Cisco+ Secure Connect は、サブスクリプションベースでライセンスされます。各お客様が登録できるサブスクリプ
ションは 1 つのみです。サブスクリプションの標準期間は 12 ヵ月、36 ヵ月、または 60 ヵ月です。サブスクリプショ
ンは 12 ヵ月で自動更新されますが、初回のサインアップ時に自動更新をオプトアウトすることもできます。また、
現在の期間が終了する 60 日以上前に書面で通知することで、サブスクリプションを終了できます。 

サブスクリプションは、セクション 6 で説明する「サブスクリプション変更」フローに基づいて期間中に変更した
り、手動で更新したりすることができます。 

https://salesconnect.cisco.com/#/program/PAGE-18520
https://www.cisco.com/c/ja_jp/products/collateral/security/anyconnect-og.html
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Cisco+ Secure Connect ライセンス 
Cisco+ Secure Connect は、ユーザー数ベースのライセンスモデルです。 

ユーザー数ベースのライセンス 

Cisco+ Secure Connect は、ユーザーごとにライセンスが付与されます。ユーザーとは、インターネットに接続して
サービスにアクセスする可能性がある対象者を指します。ユーザー数は、保護対象のデバイスまたはエンドポイント
の数とは関係ありません。 

ユーザー数の区分 

ユーザー数ベースのライセンスは、レベル別の価格モデルに基づき、価格はユーザー数によって異なります。営業担
当者とパートナーは、適切なユーザー数が選択されるように、お客様の環境に最適な規模を決定します。ユーザー数
を入力すると、Cisco Commerce Workspace（CCW）によって適切な価格が自動的に決定されます。 

ユーザー数の区分 

1 ～ 99 

100 ～ 499 

500 ～ 999 

1,000 ～ 4,999 

5,000 ～ 9,999 

10,000 ～ 24,999 

25,000 以上 

 

同時リモートユーザー数 

Cisco+ Secure Connect には、同時リモートユーザーの最大数が適用されます。これを超えると、パフォーマンスが低
下する可能性があります。同時リモートユーザー数とは、エンドカスタマーのネットワーク外から Cisco+ Secure 

Connect 環境に同時にアクティブな接続を行うユーザーの総数を意味します。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/plus-as-a-service/secure-connect-now-ds.html のデータシートを参照し
てください。 

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/plus-as-a-service/secure-connect-now-ds.html
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サブスクリプションの変更 
既存のサブスクリプションをサブスクリプション期間中に変更できます。変更できるのは、発注したパッケージや数
量です。サブスクリプション期間中はいつでも、「サブスクリプション変更発注」を実施することで、サブスクリプ
ション数を追加できます。「サブスクリプション変更発注」を実施して追加した数量の契約は、既存のサブスクリプ
ションと同時に終了します。サブスクリプションの更新時に数量を減らすことはできますが、現在のサブスクリプ
ション期間中に減らすことはできません。 

お客様が登録できる Cisco+ Secure Connect サブスクリプションは 1 つのみです。既存のお客様名義で新規に発注して
サブスクリプションを変更しようとするとエラーが発生し、サブスクリプション変更発注を実施するように指示され
ます。 

ライセンスの概要 

表 2. Cisco+ Secure Connect コアパッケージのライセンス概要 
 

ライセンスモデルの要素 Cisco+ Secure Connect Essentials Cisco+ Secure Connect Advantage 

ライセンスタイプ サブスクリプション サブスクリプション 

ライセンス単位 ユーザー数 ユーザー数 

最低数 1 1 

ライセンス期間 12、36、または 60 ヵ月 12、36、または 60 ヵ月 

更新期間 12 ヵ月 12 ヵ月 

更新タイプ 自動更新 自動更新 

サポートモデル Basic Support 含む Basic Support 含む 

エンドポイントクライアント
（Windows および Mac OS X） 

Cisco+ Secure Connect には、Secure 
Connect 環境と組み合わせて使用
できる AnyConnect ライセンスが
付帯します。Secure Connect 以外
の他のユースケースについては、
別途 AnyConnect ライセンスが必
要です。 

Cisco+ Secure Connect には、Secure 
Connect 環境と組み合わせて使用で
きる AnyConnect ライセンスが付帯
します。Secure Connect 以外の他の
ユースケースについては、別途 
AnyConnect ライセンスが必要です。 

 
お客様が現在登録されている Umbrella パッケージによっては、Cisco+ Secure Connect サブスクリプションとの置き換
えを目的とした「サブスクリプション変更」の適用対象にはなりません。これに該当するのは、Umbrella Remote 

Browser Isolation、Umbrella Reserve IP、Umbrella Console および Investigate API、任意の Enterprise Agreement による 

Umbrella、Umbrella Enhanced または Premium サポートです。また、Cisco+ Secure Connect を購入する時点で既存の 

Umbrella サブスクリプション期間が数ヵ月残っている場合にも「サブスクリプション変更」は適用できません。 
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4. サポートとサービスについて 

すべての Cisco+ Secure Connect にはサポートが含まれています。お客様は、サブスクリプション期間中にテクニカル
サポートを利用できます。Cisco+ Secure Connect サポートの詳細については、Cisco+ Secure Connect オファー説明書を
参照してください。 

5. 見積と発注のプロセス 

新規サブスクリプションとサブスクリプションの変更 
お客様が登録できるサブスクリプションは 1 つのみです。Cisco+ Secure Connect を新規に購入されるお客様の場合
は、発注チームによって新規サブスクリプションが作成され、開始希望日から指定の期間契約が継続します。Cisco+ 

Secure Connect および Umbrella をすでに利用されているお客様の場合は、新規サブスクリプションではなく、サブス
クリプション変更発注を実施する必要があります。「サブスクリプション変更」プロセスについては、セクション 6 

を参照してください。 

Cisco+ SKU の概要 
Cisco+ Secure Connect の発注には、次の 2 つの SKU タイプを利用できます。 

● サブスクリプション SKU：サブスクリプションの期間と開始日の定義に使用します。 

● パッケージ SKU：サブスクリプションを構成するパッケージと数量の定義に使用します。 

発注時には、まず Cisco+ Secure Connect のサブスクリプション SKU を選択します。次に、サブスクリプションを構成
する製品 SKU、アドオン SKU、サポート SKU を選択してサブスクリプションを設定します。 

サブスクリプション SKU 

Cisco+ Secure Connect のサブスクリプション SKU は 1 つのみです。サブスクリプションの期間は、サブスクリプショ
ンに含まれるすべての製品に適用されます。 

SKU タイプ SKU 説明 

サブスクリプション PL-SECON-SUB Cisco Plus Secure Connect Security XaaS サブスクリプション 

 
 

パッケージ SKU： 

Cisco+ Secure Connect コアパッケージには 2 つの SKU があります。価格は段階別の価格モデルに基づき、ユーザー数
に応じて自動的に計算されます。 

SKU タイプ SKU 説明 

パッケージ PL-SECON-ESS-K9 Cisco Plus Secure Connect Essentials パッケージ 

 
 

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/plus-as-a-service/secure-connect-now-ds.html#%E3%82%AB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88
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SKU タイプ SKU 説明 

パッケージ PL-SECON-ADV-K9 Cisco Plus Secure Connect Advantage パッケージ 

 
 

ステップ 1：サブスクリプション SKU を選択する 

Cisco+ Secure Connect サブスクリプション用の SKU は 1 つです（PL-SECON-SUB）。サブスクリプション SKU に価格は
設定されていません。価格は、パッケージ SKU を追加して設定することで決まります。お客様が登録できるサブスク
リプションは 1 つのみのため、数量は 1 を選択します。数量は、サブスクリプションにパッケージ SKU を追加すると
きに入力します。 

注： お客様が登録できるアクティブな Cisco+ Secure Connect サブスクリプションは 1 つのみです。したがって、次
のようになります。 

● 各注文に含められるのは、PL-SECON-SUB の 1 品目のみです。 

● 各お客様が PL-SECON-SUB に関して新規発注できるのは、1 回だけです。 

PL-SECON-SUB を同時に複数発注したり、PL-SECON-SUB 品目を複数含む発注を行ったりすると、却下されます。エン
ドカスタマー向けに製品または数量を変更するには、「サブスクリプション変更発注」を実施します。 

サブスクリプション SKU を選択したら、[オプションの選択（Select Options）] を選択してサブスクリプションの期間
と開始希望日を編集します。 

 

 



 

© 2022 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 10/14 ページ 

サブスクリプションの期間はデフォルトでは 12 ヵ月で、前払いになります。課金頻度については、ドロップダウン
を使用して前払い（年次請求）または月次請求に変更できます。ここで開始希望日も変更できます。開始希望日は、
最短で注文日の 3 日後となります。 

 

注：月次請求または年次請求を選択した場合、サブスクリプションはその期間全体を対象とするため、途中でサブス
クリプションをキャンセルすることはできません。 

サービスがプロビジョニングされ、サービス開始日にサブスクリプションが開始されます。サービスのプロビジョニ
ングは、すべての発注情報が正しく入力されていれば、72 時間以内に完了します。 

ステップ 2：パッケージ SKU を選択する 
サブスクリプションの期間を設定したら、次にサブスクリプションのパッケージを選択します。 

まず、サブスクリプション構成サマリーで該当するパッケージを選択します。サブスクリプションのパッケージを選
択して設定したら、サービスを利用するユーザー数に基づいて数量を入力します。 
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Cisco+ Secure Connect の価格はユーザー数ベースのため、レベル別の価格モデルに基づいて、発注する数量に応じて
決まります。数量を入力すると、選択した SKU の「12 ヵ月あたり」の年額が表示されます。請求の頻度は月次、年
次、またはサブスクリプション期間分の前払いのいずれかであり、期間分の金額が [小計（Subtotal）] に表示され 

ます。 

ステップ 3：プロビジョニング情報 
Cisco+ Secure Connect の発注情報を入力するときは常に、次のエンドカスタマー情報を入力して、Cisco+ Secure 

Connect アカウントが適切にプロビジョニングされるようにする必要があります。 

● エンドカスタマー管理者の氏名（名） 

● エンドカスタマー管理者の氏名（姓） 

● エンドカスタマー管理者の電子メールアドレス 

● データセンターの場所 

この情報が入力されていないと、発注プロビジョニングプロセスが遅れます。 

Cisco+ Secure Connect サービスがプロビジョニングされ、発注時に指定したサービス開始日にサブスクリプションが
開始されます。プロビジョニング情報を入力するには、[プロビジョニングの詳細（Provision Details）] セクションの 

[表示/編集（View/Edit）] リンクをクリックします。 
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プロビジョニング詳細ページで、[名（First Name）]、[姓（Last Name）]、[電子メールアドレス（Email Address）]、
[トライアル ID（Trial ID）]（オプション）に、（パートナー様ではなく）エンドカスタマー管理者の情報を入力し 

ます。 

 

 

発注が完了すると、サービス開始日にエンドカスタマー用の Cisco+ Secure Connect アカウントが作成され、エンドカ
スタマー管理者にウェルカムメールが送信されます。このメールには、Cisco+ Secure Connect にログインしてサービ
スを設定する手順が記載されています。サポート窓口の連絡先も提供されています。ダッシュボードにログインした
管理者は、設定ガイドに従い、サポートリソースにアクセスして、アカウントが適切に設定されていることを確認し
ます。Software-as-a-Service（SaaS）モデルのため、サービスの有効化にアクティベーションキーは不要です。 

見積と発注の支援 
見積と発注について不明な点がある場合は、cs-support@cisco.com に問い合わせるか、
ttps://www.cisco.com/cisco/psn/web/workspace でケースをオープンしてください。 

6. サブスクリプションの更新、キャンセル、変更 

自動更新 
Cisco+ Secure Connect のサブスクリプションは、初回の発注時に自動更新の選択を解除しない限り、デフォルトで自
動更新され、期間が 12 ヵ月間延長されます。見積や発注は必要ありません。初回の期間が終了する 120 日前から、
お客様とパートナーに更新通知が送信されるようになります。新しい期間の開始時に、パートナーは請求書を受け取
ります。 

mailto:cs-support@cisco.com
http://www.cisco.com/cisco/psn/web/workspace


 

© 2022 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 13/14 ページ 

新しい期間開始日の 60 日前までに、承認されている組織（サブスクリプションを購入した組織（シスコまたはシス
コパートナー））に書面で通知することで、自動更新をキャンセルできます。新しい期間が開始される 60 日前まで
にサブスクリプションをキャンセルしないと、サブスクリプションは自動更新されます。クレジットのサブスクリプ
ションは期間中にキャンセルすることはできません。 

手動更新 
お客様またはパートナー様がご希望に応じ、どのサブスクリプションでも 12 ヵ月ごとに手動で更新することができ
ます。手動更新の場合は、以下で説明するサブスクリプションの変更プロセスと同じプロセスで見積を作成します。
このプロセスでは新しい見積が作成されます。見積が承認されたら、標準プロセスに従って注文に変換できます。 

サブスクリプションのキャンセル 
更新は、新しい期間開始日の 60 日前までに、承認されている組織に書面で通知することで、キャンセルできます。
新しい期間が開始される 60 日前までにサブスクリプションをキャンセルしないと、サブスクリプションは自動更新
されます。クレジットのサブスクリプションは期間中にキャンセルすることはできません。 

サブスクリプションの変更 
サブスクリプションの製品、数量、期間は、サブスクリプション期間中いつでも変更できます。サブスクリプション
を変更するには、この Cisco Commerce サブスクリプション変更のジョブエイドを参照してください。新規サブスク
リプションを作成して製品またはユーザー数を追加しようとすると、発注エラーが発生します。 

7. パートナー向け発注ガイドライン 

Cisco+ Secure Connect を利用可能な国では、パートナー様は Cisco Commerce Workspace から Cisco+ Secure Connect を発
注できます。Cisco+ Secure Connect のパートナー様向けインセンティブは、Cisco Hunting、Teaming、および Account 

Breakaway 案件登録プログラムを通じて利用できます。各プログラムの詳細については、Account Breakaway プログラ
ムと案件登録のインセンティブに関するそれぞれのサイトを参照してください。Cisco+ Secure Connect オファーは、
Cisco VIP プログラムの対象です。詳細については、VIP のサイトを参照してください。 

「サブスクリプション変更発注」を実施して、現在の Umbrella サブスクリプションを Cisco+ Secure Connect サブスク
リプションに置き換えることができます。その際、元の Umbrella サブスクリプションを発注したパートナーとは異
なるパートナーに発注することが可能ですその場合、シスコは元の Umbrella サブスクリプション契約を終了し、
Cisco+ Secure Connect を発注したパートナー様との新しい契約に置き換えます。 

SaaS オファーとして提示される Cisco+ Secure Connect の価格は、シスコから承認された案件に基づくものです。ディ
ストリビュータ様は発注ガイドラインに従って、案件での SaaS オファーを発注してください。 

 

 

 

https://www.cisco.com/E-Learning/gbo-ccw/cdc_bulk/Cisco_Commerce_Q1FY19_September_Release/Cisco_Commerce_Change_Subscription_Job_Aid.pdf
https://www.cisco.com/c/en/us/partners/promotions/new-account-breakaway-promotion-ucs-nexus.html
https://www.cisco.com/c/en/us/partners/promotions/new-account-breakaway-promotion-ucs-nexus.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/partners/partner-with-cisco/benefits/incentives/deal-registration.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/partners/partner-with-cisco/benefits/incentives/value-incentive-program-vip.html?flt0_general-table0=For%20North%20America
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